
クオリティー・オブ・ライフ（QOL）の向上

　「クオリティー・オブ・ライフ」 とはWHO（世界保健機関） が提唱した概念で、わが国で
は高度経済成長の結果、生活の量的なレベルが一応達成されたことから、今後は生活の質を問うべきであるという考
え方が生まれ、1970年代後半から「生命の質」「人生の質」「生活の質」といった側面を包括する概念として使わ
れています。
　入院・療養施設等では、患者や家族の人生観や価値観を尊重し、生命・人生・生活の質的内容を重視するという考
え方になります。プライバシーが保護されることはもちろんのこと、できる限り普段の暮らしに近い療養環境を整備
していくことが必要です。
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犯罪被害者等基本計画」（最終改定：　　
2021年（令和3年）3月）が策定され、具体的施策が示されました。

援

　そして、2018年(平成30年)4月の「滋賀県犯罪被害者等支援条例」の施行に加え、同年10月に「滋賀県犯罪被

害者等推進計画」(最終改定:令和4年3月)を策定しました。犯罪被害者等が一日も早く平穏な暮らしを取り戻すこと

ができるよう、県民、事業者、関係機関・団体の一人ひとりが犯罪被害者等の置かれている立場を理解し、県民総ぐ

るみにより犯罪被害者等一人ひとりに寄り添ったきめ細かな支援に取り組み、犯罪被害者等を社会全体で支えること

で、安心して暮らしていくことができる滋賀の実現を目指しています。  なお、犯罪被害者等からの相談については、民

間支援団体と連携し、犯罪被害者総合窓口や性暴力被害者総合ケアワン ストップびわ湖「SATOCO」を設置し、相

談支援を実施しています。

サ ト コ



「性のあり方」はさまざま

  「性」と一言でいっても、「からだの性」「こころの性」「好きになる性」などによって、性のあり方はさまざまです。
● からだの性：生物学的な性（Sex：セックス）
 　性染色体（XY、XXなど ）、内・外性器の態様などから、生物学的な性が決定します。客観的な事実を基に識別 
 した場合の性です。
● こころの性：性自認（Gender Identity：ジェンダーアイデンティ）
 　自分が自分の性をどのように認識しているのか、どのようなアイデンティティ（自己同一性）を自分の感覚とし 
 て持っているか、ということです。
 　男性、あるいは女性と認識している人もいれば、からだとこころの性が一致していないと認識している人（トラ 
 ンスジェンダー）、どちらにも当てはまらないという人もいます。子どもの頃に、からだとこころの性が一致して 
 いないと感じても、成長とともに感じなくなる人もいます。
● 好きになる性：性的指向（Sexual Orientation：セクシュアルオリエンテーション）
 　自分が恋愛・性愛の対象とするのは、男性なのか、女性なのか、あるいは男性と女性の性別に関わりなく性的 
 魅力を感じ、恋愛対象とするのかということです。

「 LGBT」 とは

　LGBT（エル・ジー・ビー・ティー）とは、レズ
ビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェン
ダーの頭文字をとって組み合わせたものです。
　LGBT以外にも、男性・女性どちらに対しても恋愛
感情を抱かない人（アセクシュアル（A：Asexual））、
「こころの性」を男性・女性のいずれとも明確に
認識していない人（エックスジェンダー（X：Xgend
er））や、自身の性を決められない・分からない人
（クエスチョニング（Q：Questioning））など、さ
まざまな人がいます。
（LGBTにこれらの人を加え、「LGBTQ」や「LGBTQ+」と表記されることもあります。また、これらに該当
する人はLGBTQも含めて人口の約8％　や約9％　いるともいわれていますが、人口に占める割合が少ないこと
から、性的マイノリティと言われるといわれることもあります。）

Lesbian　　　  レズビアン
女性の同性愛者（女性で女性が好きな人）

Gay　　　　　  ゲ イ
男性の同性愛者（男性で男性が好きな人）

Bisexual 　　　バイセクシュアル
両性愛者（同性も異性も好きになる人）

Transgender　トランスジェンダー※1

からだとこころの性が一致しないため、からだの性に違和
感を持ったり、こころの性と一致する性別で生きたいと望
む人

性的指向

性 自認

※1：トランスジェンダーのすべてが必ずしも性別適合手術など、医学的な処置を望んでいるわけではありません。
　　　からだの性の違和感がある度合いは様々で、こころの性に合わせた服装にすることで、心が落ち着く人もいます。
※2：2016年（平成26年）博報堂DYグループLGBT総合研究所調べ
※3：2020年（令和２年）電通ダイバーシティ・ラボ調べ

※性的指向と性自認に「性別表現」（自分の性をどのように表現するか：Gender Expression（ジェンダーエクスプレッション））を合わせて、「SOGIE（ソジー）」
と表記されることがあります。

※2 ※3

　被害者の方やそのご家族、ご遺族は、犯罪による直接的な被害（身体的被害）の他に、精神的被害・経済的被害を
受けており、犯罪被害による心の傷が長期間継続する心的外傷後ストレス障害（PTSD）、被害の体験が突然よみが
えるフラッシュバックなど、心身にさまざまな反応があらわれることがあります。
　警察では、犯罪や交通事故による被害者の方等の精神的被害の回復や軽減を図ることを目的として、警察本部内に
配置または警察本部長が委嘱した臨床心理士などの被害者カウンセラーによるカウンセリングを無償で受けることが
できる制度を設けています。


